
第
九
巻
　
　
醗
究
　
　
象

恩
院
の
菊
の
聞
．
鷺
の
間
（
爾
信
？
」
の
如
き
不
統
一

散
は
曝
露
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

の
陥

　
以
上
述
べ
た
慮
に
依
て
三
図
の
京
都
見
學
の
大
要
は
説

き
盤
さ
れ
た
。
要
す
る
に
桃
山
襖
絡
研
究
の
第
一
歩
に
過

ぎ
な
い
。
順
流
寺
院
の
作
品
に
就
て
一
々
論
及
す
べ
き
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
研
究
に
侯
つ
こ
ご
、
し
て
叢
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
四
　
（
五
ニ
ニ
）

は
記
さ
な
い
．
。
叉
記
録
に
依
る
研
究
、
書
題
、
描
法
、
色

彩
等
の
研
究
は
す
べ
て
他
日
を
期
す
る
こ
ご
、
し
、
且
同

好
諸
氏
の
研
究
に
も
深
く
期
待
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
桃
山
襖
糟
の
研
究
に
撃
て
上
記
諸
寺
院
其
他
驕
係
諸
方
颪
の
諸

　
氏
が
、
少
か
ら
ぬ
便
宜
を
與
へ
ら
れ
た
こ
ミ
に
訂
し
深
い
感
謝

　
の
意
を
表
す
る
。
　
　
　
　
　
　
（
士
二
年
入
月
二
＋
五
日
）

象

働

交
學
博
士
　
藤

田

㎜
豆

入

瞬

　
象
な
る
動
物
の
支
那
人
に
知
ら
れ
た
の
は
極
め
て
古

い
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
こ
の
藩
翰
は
そ
の
象
形
で
、
帥
ち

『
説
文
』
に
之
を
解
し
て
「
南
寛
大
獣
、
長
鼻
牙
、
三
年
一

画
、
象
　
耳
・
牙
・
四
足
・
尾
之
形
こ
と
い
っ
て
居
る
。
而
し

て
『
周
易
』
の
串
來
る
頃
に
は
已
に
こ
の
文
字
の
第
二
蓑
た

る
「
形
象
」
の
意
に
も
用
ゐ
ら
れ
、
そ
の
繋
僻
に
は
之
を
解

し
て
「
象
福
者
像
也
」
こ
い
つ
て
居
る
Q

　
さ
て
こ
の
動
物
の
名
辮
は
甘
儀
㌣
Ω
冒
厨
。
器
語
で
、
そ
の

東
支
な
る
支
那
語
及
び
開
鉱
語
に
於
て
の
み
共
通
で
あ

る
。
帥
ち
し
Q
貯
露
語
で
α
駐
、
ω
ξ
嵩
語
で
ω
蝕
叉
は
富
蝕



囚
審
諺
韓
語
で
蜜
更
団
子
。
。
。
語
で
窃
昌
、
国
磐
鐸
語
で
紹
旨
、

》
ぎ
ヨ
語
で
び
、
影
慶
言
語
で
富
α
け
客
蜜
語
で
ω
…
9
二
腸
建

語
で
甑
◎
躊
北
支
那
語
で
既
9
等
で
あ
る
が
、
そ
の
酉
支
に

は
共
遮
の
語
が
な
い
。
郎
ち
西
夏
人
は
之
を
暮
ご
い
ひ
、

西
藏
人
の
如
き
、
之
を
勉
①
学
α
9
若
く
は
σ
q
鑓
㌣
℃
？
α
o
（
大

牡
牛
）
ご
い
ひ
、
η
〈
た
之
を
σ
㍗
冨
旨
（
ぴ
巴
α
q
雷
ひ
か
ら
）
即

ち
泥
波
羅
牛
こ
も
い
ひ
、
こ
の
動
物
の
特
名
は
な
い
の
で

　
　
ヘ
エ
　

あ
る
。
す
れ
ば
こ
の
動
物
の
名
総
は
｝
㎞
昼
？
∩
げ
3
霧
。
人
が

東
西
爾
支
に
分
離
し
た
後
に
起
つ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

以
前
に
在
て
は
、
彼
等
は
こ
の
動
物
を
知
ら
な
か
っ
た
も

の
こ
見
ゆ
る
。
而
し
て
そ
の
帯
革
よ
り
推
し
て
、
西
畑
人

の
こ
の
動
物
を
知
っ
た
の
は
、
そ
が
印
度
ご
風
道
の
後
な

る
こ
ご
賂
ぼ
疑
な
く
、
束
支
に
在
っ
て
も
、
予
輩
は
そ
の

位
置
よ
り
推
し
て
、
瀧
族
は
こ
の
名
欝
を
戴
族
に
學
び
、

竃
族
は
之
を
印
度
よ
り
承
け
た
の
で
は
な
い
か
ご
想
ふ
の

で
あ
る
。
實
際
支
那
の
所
傳
は
概
ね
予
輩
の
こ
の
墨
型
を

暗
示
し
て
居
り
、
印
度
文
化
の
間
接
若
く
直
接
に
支
那
に

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
究
　
　
象

波
及
し
た
の
は
、
佛
駿
渡
來
よ
り
久
し
き
以
前
に
在
っ
た

ビ
い
ふ
一
蟻
溝
と
す
る
に
足
ら
う
ε
想
ふ
。

二

　
支
那
の
古
塔
説
中
、
古
昼
過
實
ご
し
て
一
般
に
信
昼
ら

る
、
も
の
は
『
爾
書
』
発
舜
の
そ
れ
で
あ
る
Q
こ
の
古
賢
説

中
に
「
象
」
な
る
文
学
は
舜
の
異
母
弟
の
名
ε
し
て
現
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ご

て
居
る
。
所
謂
「
象
傲
る
」
ご
い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
而

し
て
『
孟
子
』
（
恕
九
）
萬
章
上
篇
の
傳
ふ
る
ご
こ
ろ
に
依
る

ビ
、
舜
の
帝
こ
な
る
や
之
を
有
庫
に
封
じ
た
こ
い
ふ
。
庫

の
書
は
鼻
で
あ
っ
て
墨
字
は
相
通
で
あ
る
Q
故
に
『
史
記
』

及
び
『
帝
王
燈
紀
』
に
は
之
を
親
筆
に
封
じ
た
ご
い
っ
て
居

　
　
き
　

る
G
こ
の
有
望
に
つ
き
て
『
史
記
正
義
』
に
は
『
括
地
雨
』
等

を
引
き
、
種
々
の
擬
定
を
試
み
て
居
る
が
、
要
す
る
に
定

説
は
な
い
。
こ
は
固
よ
り
然
る
べ
き
6
、
象
ピ
い
ふ
名
か

ら
有
鼻
に
封
じ
た
ビ
い
ふ
傳
説
が
還
っ
た
の
で
、
か
、
る

地
名
の
穿
難
の
如
き
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
無
用
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
五
　
（
五
二
三
）



　
　
　
第
九
恐
　
　
研
究
、
　
象

印
度
に
於
て
り
書
路
葺
で
は
象
を
O
臼
・
い
捗
ε
い
ひ
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
　

語
は
南
洋
一
般
に
蓮
証
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
の
群
を
離

れ
て
孤
身
し
、
概
ね
狸
猛
で
あ
っ
て
選
入
に
危
瞼
な
る
も

の
を
智
／
ぐ
一
一
一
貯
蕊
。
嵩
氏
に
依
る
ご
魯
H
W
o
お
舷
地
方
で
、
之

を
も
り
ρ
奮
帥
ち
納
蟄
ρ
〔
霞
｛
銭
．
ω
警
3
し
り
回
奔
憩
一
己
凱
己
ご
呼

　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ぶ
ど
い
ふ
○
尤
も
説
文
に
も
「
象
」
の
外
に
「
豫
」
字
を
華
げ

「，

ﾛ
之
大
瀦
、
再
ハ
倦
中
説
、
不
毫
野
於
物
し
ご
い
っ
て
居
る
の

・
を
悟
る
ご
．
鉾
ρ
の
の
a
魯
は
こ
の
豫
に
誓
う
、
燐
謂
「
象
」

は
「
害
・
響
於
全
一
し
の
象
を
謂
つ
旋
や
う
に
も
あ
る
。
鞭
っ
て

切
き
談
鋭
地
方
の
ω
碧
三
隅
．
ち
も
つ
蟄
ε
同
署
で
あ
る
や
う
に

も
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
予
輩
は
隅
よ
り
舜
象
の
傳
説
が
印
度
か
ら
趨
っ
た
こ
断

言
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
「
象
傲
る
」
ざ
困
。
叫
護
帯
地

秀
の
し
Q
警
、
も
。
器
ω
ξ
淳
の
き
β
義
p
ご
の
聞
に
極
め
て
微
妙

な
る
類
似
の
あ
る
こ
を
看
過
す
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

況
ん
や
孟
子
（
悲
八
）
離
婁
下
篇
に
依
る
堂
舞
は
東
夷
の
人

　
だ
8
い
ひ
、
叉
た
そ
が
鳴
條
に
卒
し
た
こ
い
へ
る
頗
る
束

　
　
　
　
　
　
　
第
閃
門
號
　
　
　
　
二
山
ハ
　
（
五
ご
四
）

南
壁
夷
に
縁
あ
る
を
想
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ

る
。
鳴
條
の
所
在
は
固
よ
）
明
瞭
で
は
な
い
Q
し
か
も
鄭

玄
は
…
、
地
狂
南
夷
し
ご
い
ひ
、
史
記
に
依
る
ご
、
そ
が
南
巡

狩
り
て
蒼
梧
の
野
に
崩
じ
．
江
南
九
難
の
幽
に
葬
っ
た
ε

い
へ
ば
、
舜
が
宿
…
方
夷
璽
の
地
に
崩
じ
た
ざ
の
傍
説
は
當

瞬
一
般
に
行
は
れ
た
も
の
こ
晃
え
る
。
露
し
て
舜
が
そ
の

崩
後
ま
で
も
象
に
縁
あ
る
は
帯
、
妙
で
あ
る
。
獣
．
ち
後
淡
の

頃
に
は
舜
の
葬
後
、
象
之
が
爲
め
に
田
を
耕
し
た
ε
い
ふ

搏
説
は
、
頗
る
撰
く
行
は
れ
た
も
の
＼
や
う
で
．
王
充
の

論
衡
（
憲
四
）
書
虚
篇
に
は
、
「
傳
書
言
．
流
露
於
蒼
梧
h
象

爲
レ
之
耕
。
禺
葬
愈
稽
鳥
爲
乏
田
、
…
；
考
實
之
一
葦
虚
言
也
、

…
…
鼠
講
蒼
梧
暦
象
露
地
、
思
議
衆
島
研
レ
居
：
…
・
象
自
躇
レ

地
、
鳥
樽
食
匹
草
、
土
蹴
草
議
、
若
鵠
沼
レ
田
釈
｝
云
云
」
ご
い
っ
て

　
　
　
も
　

居
る
。
要
す
る
に
舜
象
の
愚
説
に
は
ざ
こ
ま
で
も
南
方
薗

蔀
ち
印
度
文
化
的
の
臭
昧
あ
る
を
威
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
Q



三

　
更
に
南
方
的
麟
ち
印
度
文
化
臭
味
の
濃
厚
な
る
は
商
人

（
般
人
）
で
あ
る
ρ
『
面
識
春
秋
』
（
懇
流
）
古
掌
篇
に
依
る
ざ

　
ゐ
　
　
ゼ
　
　
ヘ
　
　
サ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

州
商
人
貧
寒
、
爲
褐
乍
於
東
夷
嚇
周
公
遽
以
レ
師
、
逐
“
之
至
駄
江
南
嚇

乃
爲
二
三
象
ハ
亡
魂
藪
川
重
こ
ご
い
っ
て
居
る
。
蒔
誘
は
之
に

注
し
て
「
三
象
・
周
公
所
レ
作
御
名
」
こ
い
っ
て
居
る
が
、
梁

玉
縄
も
そ
の
『
呂
氏
校
補
』
に
煮
て
い
っ
て
居
る
赤
り
，
他

書
に
は
常
見
ら
な
い
。
し
か
も
か
、
る
傳
説
が
戦
國
罪
代

に
行
は
れ
π
こ
ご
は
、
之
に
類
似
の
傳
説
が
『
孟
子
』
（
恕

六
）
膝
文
公
下
篇
に
も
見
え
て
居
る
の
で
知
れ
る
の
で
あ

・
⇔
。
部
ち
「
及
網
潔
癖
身
天
下
大
蒲
、
周
公
相
可
武
雄
課
レ
討
伐

奄
三
年
、
討
業
潜
ハ
騙
二
飛
廉
於
海
隅
蒲
鐵
一
之
、
滅
レ
二
者
五

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

十
騒
㌦
虎
酌
犀
免
塾
弼
蓬
レ
之
、
天
下
大
喜
」
こ
い
っ
て
居
る
事

で
あ
る
G
い
ふ
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
周
公
の
早
書
を
謂
ふ

の
で
あ
っ
て
、
汐
入
は
班
謂
毒
心
の
淫
辞
」
で
あ
り
、
東
夷

挙
上
時
潅
水
の
流
域
に
糠
っ
て
居
た
里
長
で
あ
り
、
飛
廉

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
究
　
　
象

は
紺
の
臣
名
、
・
奄
は
國
名
で
潅
夷
の
北
に
在
っ
た
こ
い
ふ

が
、
想
ふ
に
潅
夷
中
の
一
最
も
離
唱
大
な
る
部
族
で
あ
っ
た
の

で
あ
ら
う
。
而
し
て
『
孟
子
』
に
「
騙
　
虎
豹
語
歴
蒲
蓮
之
」

こ
い
っ
て
居
る
の
み
で
は
何
等
の
奇
も
な
い
が
、
『
呂
氏
瀞

秋
』
に
…
，
商
人
服
レ
象
、
欝
…
震
於
京
畿
一
」
ご
あ
る
は
翻
聞
で
あ

る
。
こ
は
汐
入
が
象
を
馴
服
し
て
戦
雫
に
用
み
た
こ
ご
を

意
喫
し
、
か
、
る
事
例
は
支
那
古
代
に
於
て
極
め
て
稀
で

た
や
脳
左
榑
』
に
一
例
あ
る
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
即
ち
岡

書
（
憲
五
四
）
短
公
四
年
に
楚
王
の
皆
人
に
破
ら
る
、
や

「
鍼
ヂ
固
頭
レ
王
同
ヒ
冊
、
王
使
γ
怠
癖
燧
森
然
以
奔
横
隔
師
む
¢
G
い
へ

る
が
そ
れ
で
あ
る
。
質
蓬
は
之
に
注
し
て
「
葦
火
燧
也
．
象

象
獣
也
、
以
」
火
繋
二
其
癖
使
レ
山
奥
師
ハ
驚
一
却
呂
衆
硬
一
主
得
ア

脱
偏
と
い
ひ
、
翠
嵐
も
そ
の
説
を
用
み
て
居
る
。
こ
は
朋

に
象
を
載
爾
に
用
み
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
こ
の
世
一

の
例
す
ら
、
南
璽
楚
割
の
事
で
あ
っ
て
、
純
然
だ
る
北
方

漢
族
の
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
象
を

載
争
に
用
み
た
の
は
印
度
人
に
始
ま
り
、
後
に
至
り
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
七
　
（
五
二
五
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
象

文
化
に
浴
し
た
南
海
諸
國
に
融
く
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
『
史
記
』
（
怒
一
二
三
）
大
面
傳
に
依
れ
ば
、
前
漢
の

時
張
籍
も
身
延
の
特
異
な
る
風
俗
道
し
て
「
其
人
民
乗
レ
象

以
戦
」
ビ
い
ふ
の
を
翠
げ
て
居
・
9
、
前
に
引
い
た
「
燧
象
」

の
孔
穎
達
の
疏
に
も
「
警
急
瓢
南
邊
ハ
故
有
料
此
象
一
」
ε
い
っ
て

居
る
。
上
九
も
『
臼
帖
』
（
孔
臼
⊥
ハ
帖
懇
九
・
七
）
「
王
蒜
斑
黒
船
蒲
繋

戦
二
里
馬
嚇
驕
二
士
象
一
」
こ
い
ひ
、
前
漢
末
に
は
支
那
に
も
此

風
俗
が
あ
っ
淀
や
う
に
傳
へ
て
居
る
が
、
正
史
に
は
見
え

て
な
い
。
郎
ち
『
前
漢
書
』
（
恕
九
九
下
）
王
舞
傳
に
は
昆
陽

の
戦
を
叙
し
て
だ
い
「
（
王
）
垂
々
里
謡
寳
猛
職
嚇
欲
7
聾
饒

富
以
怖
缶
東
島
…
大
衆
筋
壊
號
諄
、
虎
豹
股
旨
し
ど
い
っ
て

居
る
の
み
で
あ
る
。
…
從
っ
て
『
自
帖
』
の
所
傳
は
さ
ま
で
重

を
概
く
に
は
足
る
ま
い
ご
想
ふ
。
然
る
に
『
呂
氏
春
秋
』
の

所
傳
、
郎
ち
戦
國
時
代
の
所
傳
に
依
る
ご
、
般
人
は
已
に

か
＼
る
風
俗
を
有
っ
て
居
た
こ
い
ふ
Q
元
年
般
人
は
軍
に

そ
の
位
置
の
上
か
ら
の
み
観
て
も
、
潅
夷
ご
は
特
種
な
關

係
を
・
有
っ
て
居
た
や
う
で
あ
る
Q
成
湯
の
都
は
毫
で
、
即

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
入
（
五
二
六
）

ち
今
の
河
南
省
の
櫃
師
縣
で
あ
り
、
又
た
後
に
至
り
盤
庚

の
移
っ
た
股
は
、
後
の
般
嘘
で
、
邸
ち
今
の
河
南
省
の
湯

陰
縣
で
あ
る
。
而
し
て
周
が
般
を
総
じ
て
後
も
、
る
の
子

孫
は
宋
に
封
ぜ
ら
れ
て
「
頗
牧
瓢
般
除
民
一
」
ビ
い
は
れ
て
居

る
。
宋
は
商
量
に
題
し
，
帥
ち
今
の
河
南
省
の
蹄
徳
府
で

あ
る
。
さ
れ
ば
般
人
は
鴬
谷
ご
母
地
相
接
し
た
課
で
、
た

こ
へ
そ
の
王
室
は
漢
族
で
あ
っ
た
ご
し
て
も
、
そ
の
人
民

は
極
め
て
潅
夷
に
近
い
も
の
で
あ
っ
π
ら
う
。
而
し
て

『
左
傳
』
の
傳
ふ
る
楚
入
の
「
雨
曇
」
ご
同
襟
、
彼
等
の
風
俗

が
頗
る
南
方
的
で
あ
っ
て
、
或
は
楚
人
ご
同
標
、
直
接
か

或
は
聞
接
に
．
印
度
変
化
の
影
響
を
被
っ
て
居
た
の
で
は

な
’
か
ご
想
は
る
、
の
で
あ
る
。
般
人
が
鬼
を
爾
ふ
ビ
い

ふ
所
傳
も
彼
等
が
極
め
て
南
方
朗
の
人
民
で
あ
っ
だ
ビ
し

て
始
め
て
論
明
が
っ
く
の
で
あ
る
。

　
固
よ
り
『
重
氏
春
秋
』
所
傳
の
孤
謹
、
特
に
そ
が
戦
國
時

代
の
駈
歴
た
る
に
於
て
、
遙
か
に
上
世
な
る
般
代
の
風
俗

を
推
断
す
る
は
、
籐
り
に
大
聖
で
あ
る
Q
し
か
も
予
輩
は



『
呂
氏
春
秋
』
の
「
商
人
服
象
」
の
紀
事
が
、
そ
の
行
文
の
上

よ
り
視
て
、
決
し
て
後
世
の
携
入
に
あ
ら
ざ
る
を
信
ず
る

が
故
に
、
少
な
く
こ
も
春
秋
双
六
時
代
の
漢
人
は
已
に
印

．
度
の
交
化
に
就
き
て
垂
井
の
知
識
を
有
っ
て
居
た
ご
い
っ

て
も
、
大
な
る
支
障
は
な
か
ら
う
ε
想
ふ
。
而
し
て
彼
等

に
し
て
已
に
印
度
に
趨
御
せ
る
服
象
の
智
識
を
有
っ
て
居

π
ご
せ
ば
、
春
秋
戦
國
時
代
に
蜂
超
し
た
幾
多
の
維
説

中
、
そ
の
源
流
を
正
當
に
支
那
思
想
に
求
め
得
す
し
て
、

却
て
満
足
に
印
度
思
想
に
求
め
得
べ
き
も
の
は
、
之
を
印

度
下
浜
の
影
響
ご
視
て
も
、
殆
ざ
不
都
合
で
は
な
い
や
う

に
想
ふ
。

四

　
い
ふ
ま
で
も
な
く
象
に
最
も
有
用
な
る
は
、
そ
の
歯
邸

ち
牙
で
あ
っ
て
、
支
那
人
の
之
が
利
用
を
知
っ
た
の
も
随

舜
古
い
。
載
せ
ば
『
史
記
』
（
窓
三
入
）
宋
世
家
に
「
紺
始
爲
二

象
箸
ハ
箕
子
歎
日
、
彼
爲
”
象
箸
嚇
必
爲
嘉
玉
．
櫓
ハ
爲
レ
梧
、
期
必
思
昌

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
象

胆
力
珍
里
馬
物
爺
御
話
突
、
輿
馬
宮
室
之
漸
、
自
レ
此
始
、
不
レ

可
レ
振
也
」
ビ
あ
る
。
こ
れ
は
『
韓
非
子
』
な
ご
か
ら
採
っ
た

ら
し
く
帥
ち
（
懇
七
）
「
昔
尉
震
象
箸
嚇
而
市
子
怖
、
以
爲
象

　
　
ゆ

箸
必
不
レ
塑
於
土
釧
必
幣
　
犀
玉
増
感
嚇
象
箸
玉
胚
、
必
不
レ
奨
昌

寂
麓
嚇
必
詫
嘘
偽
胎
、
施
象
豹
胎
便
不
下
衣
軋
樹
褐
ハ
而
食
甲
於
蔀

屋
之
下
沿
則
錦
衣
九
重
廣
室
高
堂
、
吾
畏
翼
卒
嚇
故
怖
其
始
「

居
五
年
、
対
爲
二
上
園
記
堅
炮
烙
登
　
糟
丘
臨
ゴ
酒
池
国
益
途
以

亡
、
故
意
子
見
二
象
瘤
瘤
知
嵩
天
下
之
鍋
こ
と
い
ふ
紀
事
が
同

書
（
憲
七
）
喩
多
多
に
再
見
し
て
居
る
。
こ
の
紀
事
に
し
て

信
ず
べ
く
ば
、
般
尉
の
時
既
に
象
箸
は
作
ら
れ
た
こ
ご
に

な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
固
よ
り
戦
國
時
代
の
薙
説
で

あ
っ
て
、
史
實
こ
し
て
信
ず
る
に
は
籐
り
に
時
代
が
隔
り

過
ぎ
る
Q
し
か
も
韓
非
子
に
か
く
傳
ふ
る
か
ら
に
は
象
箸

の
作
ら
れ
た
の
が
戦
國
時
代
よ
り
遙
か
に
以
前
に
在
っ
た

こ
い
ふ
こ
ご
、
賂
ぼ
疑
ふ
の
除
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
さ

る
に
て
も
選
入
ご
象
ご
の
醐
係
の
極
め
て
親
密
な
る
は
注

意
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
九
　
（
五
二
七
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
象

　
屑
代
に
入
り
、
象
牙
が
玉
ご
同
様
に
重
用
せ
ら
れ
た
こ

ご
は
幾
多
の
霞
幕
が
あ
る
。
『
毛
馬
』
（
懇
四
〉
空
風
君
子
僑

老
篇
に
は
㎜
、
玉
之
旗
也
．
象
之
掃
也
」
ご
見
え
、
同
（
憲
九
）

賞
勲
葛
履
篇
に
は
「
夢
想
窯
業
，
宛
然
左
辟
，
楓
　
耳
蝉
帝
一
」
ご
，

見
え
、
毛
傳
に
「
掃
所
一
斗
摘
7
髪
也
」
ご
あ
れ
ば
櫛
の
類
で

あ
ら
う
　
さ
れ
ば
象
牙
の
櫛
は
周
蒔
巳
に
使
用
せ
ら
れ
て

居
た
の
で
あ
る
。
叉
た
洞
（
憲
二
二
）
小
達
意
輪
郭
に
「
予

髪
曲
面
」
ご
あ
る
鄭
箋
に
「
禮
婦
人
在
二
夫
家
ハ
五
二
象
笄
「
今

曲
あ
船
其
蓼
川
憂
愚
之
甚
聡
し
ご
見
え
．
そ
の
二
重
す
依
る
ご

こ
ろ
が
あ
ら
う
か
ら
、
周
義
血
に
召
文
も
あ
っ
た
も
の
こ

し
て
よ
か
ら
う
。
な
ほ
同
（
憲
一
七
）
小
雅
米
立
業
に
「
象

弧
魚
服
」
こ
い
ふ
句
が
あ
る
が
、
毛
幹
に
は
「
魚
麟
彊
、
弓
反

末
細
し
ご
あ
れ
ば
、
象
牙
を
以
て
弓
の
末
弧
ビ
し
た
も
の

こ
見
ゆ
る
。

　
降
り
て
載
國
時
代
に
至
り
て
は
、
衡
愛
撫
入
の
如
き
、

象
撚
す
ら
作
っ
た
も
の
こ
見
え
、
『
戦
画
策
』
（
審
＋
）
齊
策

に
「
野
鼠
鱈
西
行
レ
國
至
レ
楚
、
獄
象
罧
h
郵
之
登
徒
。
薩
レ
使
逡
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
〇
　
（
五
二
入
）

之
、
不
レ
欲
レ
行
、
見
蓋
嘗
震
門
人
公
孫
戊
自
、
臣
鄙
之
学
徒
也
、

直
“
塗
饗
膳
h
象
淋
之
直
千
金
、
傷
レ
画
塾
髪
頭
、
責
妻
子
レ
不
足
二

以
償
之
」
足
下
能
使
轟
僕
無
ツ
行
、
先
入
有
瓢
寳
創
h
願
得
レ
獄
レ
之
、

公
孫
日
レ
諾
云
々
」
ε
い
ふ
の
が
見
え
て
居
る
。
郵
は
い
ふ

ま
で
も
な
く
二
十
の
都
r
今
の
荊
州
沙
市
　
で
、
「
髪
漂
」
は

『
通
鑑
』
に
は
「
毫
髪
し
に
作
っ
て
居
る
。
後
世
象
牙
の
席
、

象
牙
の
箪
な
ざ
を
簿
へ
て
居
る
が
、
巳
に
象
豚
す
ら
作
ら

れ
た
こ
い
へ
ば
、
か
、
る
も
の
も
當
時
巳
に
有
っ
た
ら
う

ご
想
ふ
。
又
た
屈
原
の
離
騒
に
「
爲
レ
余
震
飛
龍
一
分
、
難
　
瑠

象
一
…
以
爲
レ
車
」
こ
い
ふ
句
が
あ
る
。
■
象
㎝
は
王
漁
幅
の
淫
せ
る
如

ぐ
象
牙
で
あ
る
。
こ
れ
は
固
よ
り
詞
人
室
想
で
あ
る
が
、

常
時
瑠
（
美
玉
）
象
（
象
牙
）
を
雑
へ
て
装
飾
し
た
車
が
あ
っ

て
、
之
が
詞
人
の
思
想
に
反
映
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
周
時
か
く
象
牙
製
作
の
獲
達
に
つ
れ
、
之
が
製
作
に
一

定
の
名
論
す
ら
下
家
た
や
う
で
あ
る
。
帥
ち
『
毛
詩
』
倉

五
）
衛
風
最
奥
篇
に
「
如
レ
切
論
い
磋
、
・
如
レ
琢
動
レ
磨
」
こ
い
ふ

句
が
あ
る
が
、
毛
傳
に
は
「
治
レ
骨
日
レ
切
、
象
鷺
レ
磋
玉
日
レ
琢



石
夢
磨
」
ご
見
え
て
居
る
。
『
爾
雅
』
（
四
餐
鐸
器
に
「
金

画
一
乏
婁
木
謂
一
乏
灘
骨
董
”
之
切
ハ
象
謂
一
三
磋
ハ
玉
総
一
室
翼

石
謂
諾
之
磨
」
ご
い
っ
て
居
る
の
も
同
襟
で
、
郭
撲
は
之
に

濫
し
て
「
慰
者
三
岳
器
之
饗
し
ご
い
っ
て
居
る
　
帥
ち
七
時

已
に
雌
器
を
治
す
る
に
「
磋
」
ご
い
ふ
一
定
の
名
幕
も
出
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒

て
居
た
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
か
く
種
々
の
器
物
に
製
作
せ
ら
れ
た
る
象
牙

が
、
古
代
か
ら
東
夷
南
獲
か
ら
輸
入
せ
ら
れ
た
ε
い
ふ
こ

ご
は
最
も
注
意
に
擁
す
る
ビ
想
ふ
。
郎
ち
『
慰
書
蘭
貢
の

如
き
、
南
方
揚
州
の
貢
物
こ
し
て
「
歯
革
朋
毛
」
を
重
げ
、

孔
留
主
は
之
に
注
し
て
懲
，
黒
歯
犀
角
鳥
毛
施
牛
尾
也
」
こ
い

ひ
、
又
た
岡
荊
弼
の
貢
物
に
も
「
粥
施
爾
革
」
を
睾
げ
て
居

る
＾
）
固
よ
）
こ
の
禺
貢
の
編
成
が
夏
爵
常
時
の
も
の
で
な

い
こ
ご
は
路
ぼ
疑
な
い
が
、
さ
れ
ば
こ
て
春
秋
戦
意
蒔
代

を
下
る
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
。
而
し
て
か
》
る
所
傳

は
、
古
代
に
返
て
長
江
流
域
に
恩
讐
鳶
職
な
ご
の
縷
息

し
、
若
く
は
そ
が
既
等
地
方
を
経
由
し
て
黄
河
流
域
に
移

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
象

入
せ
ら
れ
た
ビ
い
ふ
こ
と
謹
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に

『
毛
詩
』
（
窓
二
九
）
魯
頒
洋
水
篇
に
「
憬
彼
早
藤
、
來
獄
丁
ハ

環
ハ
元
轟
象
歯
」
こ
い
ふ
句
が
あ
る
Q
こ
の
洋
水
篇
は
詩
序

に
諜
る
ご
、
「
頒
納
言
公
能
修
＝
直
読
一
也
」
ご
あ
れ
ば
、
こ
の

詩
は
魯
の
僖
公
（
西
紀
前
年
五
九
－
六
二
七
）
の
時
の
事
を
・

詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
禺
貢
に
は
軍
に
「
歯
し
ご
あ
る
が
、

こ
～
に
は
明
に
「
象
歯
」
ご
あ
る
。
而
し
て
東
方
に
堕
し
た

魯
入
す
ら
、
紀
元
前
七
世
紀
の
頃
、
な
ほ
象
牙
の
供
給
を

潅
夷
に
語
い
だ
こ
ご
が
知
れ
る
。
こ
れ
は
さ
き
に
引
用
し

た
孟
子
』
及
び
『
朝
曇
秋
春
』
の
所
傳
ご
相
照
し
て
頗
る
三

昧
あ
る
の
を
畳
ゆ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
れ
ば
ご
て
周
初
の

頃
ま
で
孟
夏
地
方
に
象
犀
が
棲
息
し
て
居
た
か
否
か
は
固

よ
り
疑
問
で
あ
る
。
π
“
『
孟
子
』
及
び
『
呂
氏
春
秋
』
の
傳

ふ
る
、
勤
皇
が
此
等
の
猛
獣
を
江
南
に
逐
う
た
ε
い
ふ
傳

説
よ
り
推
し
、
少
な
く
こ
も
周
代
以
後
に
は
、
画
幅
地
方

に
此
等
の
猛
獣
が
棲
息
し
て
居
な
か
っ
た
ざ
い
ふ
こ
ご
だ

け
は
噺
題
し
て
支
障
な
い
だ
ら
う
。
し
か
も
魯
頚
に
な
ほ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
一
　
（
五
二
九
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
象

か
、
る
鼠
壁
あ
る
以
上
、
世
論
書
』
の
所
傳
ご
相
照
ら
し
、

古
代
か
ら
周
代
ま
で
象
牙
そ
の
他
を
黄
河
流
域
の
漢
族
に

供
給
し
た
の
は
．
徐
潅
地
方
、
及
び
江
南
地
方
の
螢
夷
で

あ
っ
た
こ
ご
．
賂
ぽ
疑
は
な
い
の
で
あ
る
．
從
っ
て
予
輩

は
こ
の
動
物
の
名
着
た
る
の
曽
P
3
齢
翰
昌
等
が
、
も
こ

此
等
風
隠
の
言
語
（
恐
ら
く
は
け
鐵
族
の
言
語
）
で
あ
っ

て
．
漢
族
は
こ
の
名
繕
を
彼
等
よ
り
承
け
、
而
し
て
此
等

螢
夷
の
此
動
物
に
樹
す
る
名
爾
は
、
殆
ざ
ω
碧
・
。
暮
の

○。

蝟
ｯ
ρ
（
憲
章
・
の
ω
膵
島
）
に
緑
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
ご

信
ず
る
の
で
あ
る
G

　
な
ほ
漢
人
の
古
説
に
も
予
輩
の
右
の
想
定
を
裏
書
す
る

も
の
が
あ
る
。
さ
き
に
巳
に
い
っ
た
如
く
、
周
易
に
は
象

字
を
巳
に
像
の
義
に
用
み
て
居
る
。
こ
の
宇
を
「
法
象
」

「
形
象
」
な
ざ
に
用
ゆ
る
は
皆
な
こ
の
義
で
あ
る
。
い
ふ
ま

で
も
な
く
動
物
の
名
こ
し
て
用
ゆ
る
が
そ
の
第
一
蓑
で
．

形
象
の
意
に
用
ゆ
る
は
そ
の
第
二
義
で
あ
る
Q
『
韓
非
子
』

（
荷
馬
）
解
老
篇
に
は
こ
の
第
二
義
を
汎
生
し
た
所
以
を
解

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
二
　
（
五
三
〇
）

蓋
し
て
、
「
入
駆
詰
コ
生
意
欄
也
，
而
得
昌
死
象
無
骨
ハ
案
壷
ハ
圖
「
以

想
二
斜
生
一
也
、
故
諸
人
之
所
嵩
以
意
想
一
事
、
皆
謂
昌
之
象
一
也
」
こ

い
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
圃
よ
り
僅
説
で
、
段
玉
裁
が
そ
の

『
説
丈
紙
冠
』
注
に
い
へ
る
が
如
く
、
象
に
像
の
義
の
出
來

た
の
は
「
盤
に
於
て
｝
義
を
得
た
の
で
、
宇
形
に
於
て
義
を

得
た
の
で
は
な
い
」
。
換
言
す
れ
ば
意
想
す
る
も
の
を
も

6
∩
凶
器
ご
い
ふ
か
ら
こ
の
悪
字
を
借
り
用
み
た
の
で
あ
る
Q

た
や
韓
非
の
所
説
に
依
り
、
予
輩
は
戦
國
の
末
年
に
於
て

す
ら
、
受
入
は
殆
ざ
生
象
を
賭
た
こ
ご
が
希
で
あ
っ
た
こ

い
ふ
こ
ご
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
彼
等
は
象
牙
は

之
を
利
用
す
る
が
、
す
べ
て
之
を
東
南
の
描
蜜
夷
に
仰
ぎ
、

生
象
そ
の
も
の
は
膀
た
こ
ご
は
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

從
っ
て
こ
の
動
物
の
名
繕
を
漢
族
の
固
有
な
る
言
語
ご
す

る
こ
ご
は
調
底
堅
磐
な
い
筈
で
あ
る
。

五

支
那
に
在
て
も
、
そ
の
南
方
に
獲
て
は
、
遙
か
に
後
世



に
至
る
ま
で
こ
の
動
物
の
棲
息
し
て
居
た
こ
ご
、
幾
多
の

記
録
に
徴
し
て
略
ぼ
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
著
明
な
る

一
例
を
墨
ぐ
る
ご
、
唐
の
劉
絢
の
『
嶺
表
録
異
』
に
「
廣
之

屡
郡
潮
嵐
州
多
二
野
象
ハ
潮
循
擬
勢
鋪
得
象
ハ
孚
食
真
鼻
「
云

肥
脆
尤
堪
レ
炎
、
或
云
、
象
肉
欲
二
十
二
聾
象
膿
不
レ
附
レ
肝
、
随
レ

月
塞
在
二
諸
肉
一
篇
電
畜
問
．
象
皆
青
黒
、
唯
西
方
弗
林
大
食

多
　
白
象
ハ
又
雲
南
豪
族
家
、
多
心
象
、
負
レ
重
致
潅
、
如
昌
中
國

之
牛
馬
h
藁
薦
至
昌
其
國
ハ
轍
飾
レ
象
以
昌
金
蝿
嚇
皆
合
飾
奏
一
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　

々
」
ご
見
え
て
居
る
。
｛
、
廣
之
潮
循
州
し
こ
い
へ
ば
、
當
時

嵩
置
都
督
府
所
厨
の
潮
州
潮
轡
屋
、
循
据
海
豊
郡
を
謂
ふ

の
で
あ
る
が
、
潮
州
は
大
営
今
の
廣
東
省
の
野
州
、
循
州

は
そ
の
窓
州
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
等
地
方
に
は
唐
時
な
ほ

警
語
群
を
成
し
て
居
だ
も
の
ざ
見
え
る
Q
さ
き
に
引
い
た

『
論
衡
』
の
所
傳
に
し
て
誤
な
く
ば
蒼
梧
帥
ち
今
の
梧
州
な

ご
も
後
漢
時
代
に
煮
て
は
、
亦
た
同
名
で
あ
っ
た
や
う
で

あ
る
。
な
ほ
『
録
異
』
傳
ふ
る
、
ξ
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
所
謂

「
楚
越
之
間
」
に
も
高
騰
青
黒
の
象
が
居
た
や
う
で
、
さ
す

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
象

れ
ば
今
の
湖
南
北
漸
江
凝
然
な
ご
に
、
こ
の
動
物
が
出
没

し
た
も
の
ご
見
え
る
。
雲
南
は
固
よ
り
い
ふ
ま
で
も
な

く
、
漢
代
に
在
っ
て
も
同
様
で
、
『
後
漢
書
』
ハ
憲
一
一
六
）

西
南
尊
爵
に
は
後
に
永
昌
郡
ご
な
っ
た
地
方
の
哀
牢
夷
の

土
産
ご
し
て
犀
象
を
畢
げ
て
居
る
。
こ
は
固
よ
り
然
る
べ

き
此
等
地
方
か
ら
馬
齢
孚
島
に
か
け
て
今
で
も
多
象
の
地

ご
遷
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
更
に
古
代
に
遡
り

て
『
爾
雅
』
（
憲
六
）
堅
地
九
府
條
に
は
「
南
方
之
美
者
、
梁
山

之
犀
象
焉
」
ご
見
え
．
郭
瑛
は
之
に
注
し
て
「
乳
牛
皮
角
、

■
象
牙
骨
」
ε
い
へ
ば
、
固
よ
り
生
象
を
謂
っ
た
も
の
で
な

い
が
、
生
象
が
そ
の
地
に
綾
剥
し
て
居
る
か
ら
そ
の
牙
骨

を
出
す
ご
も
解
せ
ら
れ
や
う
。
た
や
郭
嘆
は
「
梁
山
」
に
關

し
て
何
等
説
明
し
て
な
い
。
或
は
之
を
一
の
山
名
ご
解
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
し
か
し
響
く
西
南
梁
州
の
山
と
解
す

る
方
が
稔
當
で
も
あ
り
、
浮
管
に
も
叶
ふ
や
う
で
あ
る
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
梁
州
ご
い
へ
ば
今
の
雲
貴
四
川
の
地
方

を
指
す
の
で
あ
る
。
叉
た
『
楚
腰
』
（
巻
三
）
天
間
篇
に
「
露

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
三
　
（
五
．
三
焦
）



　
　
　
錐
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
象

蛇
呑
象
、
事
大
如
何
し
ざ
い
ふ
句
が
あ
る
。
之
ご
相
似
た
る

も
の
は
、
『
山
海
経
』
（
男
声
）
海
内
南
幌
に
「
巴
蹴
食
レ
象
、
三

年
而
毘
」
其
骨
ハ
震
子
服
レ
之
、
無
」
心
腹
之
疾
こ
ご
い
ひ
、
叉
た

同
（
憲
一
八
）
海
底
一
経
に
「
西
南
右
ず
巴
里
∵
：
又
有
事
朱
憲
之

國
嚇
有
秘
計
馳
釜
照
影
，
食
ジ
象
」
こ
い
っ
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
。

而
し
て
郭
瑛
は
「
有
学
馳
云
々
」
に
注
し
て
「
盗
癖
艶
也
」
こ

い
っ
て
居
る
Q
巴
國
は
今
の
四
川
重
慶
地
方
で
あ
っ
て
、

古
代
此
等
地
方
に
象
の
縷
姦
し
て
居
た
ら
う
ご
は
推
測
出

駈
る
が
．
し
か
も
楚
國
の
屈
原
が
「
露
蛇
春
レ
象
、
其
大
如

何
」
ご
天
に
問
ふ
た
ご
こ
ろ
を
視
る
ご
、
か
、
る
事
實
は

楚
人
さ
へ
疑
ふ
ご
こ
ろ
で
、
多
分
印
度
な
ざ
か
ら
傳
は
つ

た
も
の
で
あ
ら
う
。
郎
ち
希
重
工
の
傳
ふ
る
、
牛
を
呑
む

ご
い
ふ
印
度
の
大
蛇
ご
相
似
た
る
も
の
が
あ
る
を
見
る
の

　
　
　
　
　
　

で
あ
る
。

　
か
く
支
那
の
古
代
に
於
て
、
こ
の
動
物
が
そ
の
西
南
一

帯
に
綾
息
し
、
若
し
『
孟
子
』
『
呂
氏
春
秋
』
の
所
傳
に
し
て

信
ず
べ
く
ば
、
掃
溜
以
前
に
在
っ
て
は
そ
が
徐
潅
地
方
に

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
四
　
（
流
三
二
）

す
ら
群
居
し
た
や
到
で
あ
る
が
、
し
か
も
漢
族
は
漢
代
以

前
に
嘗
て
、
殆
ご
直
接
に
こ
の
動
物
を
知
ら
す
、
そ
の
重

用
し
た
象
牙
は
春
秋
以
後
、
確
聖
な
る
記
鎌
に
依
れ
ば
、

皆
な
之
を
東
夷
南
璽
か
ら
移
入
し
た
の
で
あ
る
こ
ご
、
以

上
説
く
所
の
如
く
で
め
る
Q
而
し
て
戦
國
以
前
に
在
っ
て

は
彼
等
は
こ
の
物
を
焦
心
若
く
は
長
江
流
域
の
攣
夷
か
ら

獲
た
や
う
で
あ
る
が
、
戦
評
末
年
か
ら
以
後
は
概
ね
之
を

漸
海
か
ら
獲
る
や
う
に
な
っ
た
も
の
ε
見
え
る
。
固
よ
り

読
点
及
び
長
江
流
域
の
そ
れ
も
、
或
は
海
路
南
越
か
ら
來

た
も
の
も
あ
っ
た
ら
う
が
、
記
録
の
徴
す
べ
き
も
の
が
な

い
加
ら
・
響
も
い
ふ
こ
嘉
誓
文
ぬ
。
想
ふ
に
漢
族
の

勢
力
、
漸
を
逐
う
て
東
南
に
擁
…
大
す
る
に
及
び
、
象
牙
の

移
入
者
は
、
象
ご
共
に
次
第
に
南
方
に
驕
賭
せ
ら
れ
た
も

の
だ
ら
う
。
郎
ち
『
荷
子
』
（
霧
五
）
王
欄
篇
に
は
已
に

「
北
海
則
有
　
走
斎
言
求
焉
、
然
而
中
墨
得
而
今
一
硬
之
ハ
南
海

則
有
豹
翻
歯
革
、
曾
青
丹
干
一
筆
。
然
而
中
國
得
而
財
レ
之
」
こ

い
っ
て
居
り
、
所
謂
「
歯
革
」
は
楊
注
に
も
い
ふ
が
如
く
、



「
象
歯
」
及
び
「
犀
男
之
董
」
で
あ
る
。
た
㎏
こ
、
に
所
謂

『
南
海
』
は
『
北
海
』
に
封
し
「
南
方
」
こ
い
ふ
ほ
こ
の
義
で
あ

ら
う
が
、
『
准
南
子
』
（
霧
一
入
）
人
間
訓
の
如
き
に
至
っ
て

は
、
秦
の
嶺
南
纒
略
を
以
て
「
越
之
犀
角
・
象
歯
・
輩
翠
珠

温
し
を
利
せ
ん
が
澱
め
だ
ざ
さ
へ
い
っ
て
居
る
。
固
よ
り

秦
の
嶺
南
縷
略
は
か
、
る
経
読
的
原
因
か
ら
の
み
起
つ
た

の
で
は
な
か
ら
う
が
、
額
際
南
越
の
無
恥
偶
即
ち
今
の

O
雪
8
嵩
は
東
方
亜
細
亜
に
於
け
る
此
等
豊
津
集
激
の
中
心

で
あ
っ
て
、
忍
業
の
記
録
よ
り
推
し
て
も
、
し
か
信
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
堕
ち
『
史
記
』
（
魅
一
二
五
）
貨
殖

鋼
傳
に
「
九
疑
盗
心
以
南
，
至
二
憺
耳
一
者
、
與
“
江
南
㎝
大
同
俗
、

富
麗
越
多
焉
、
番
蕩
亦
其
，
一
筆
並
置
珠
磯
部
壕
黒
黒
布
之

湊
」
ご
い
っ
て
忌
る
。
尤
も
こ
の
文
中
「
犀
」
字
の
下
に

「
象
し
字
を
脱
し
た
も
の
ら
し
く
、
『
漢
書
』
（
憲
∴
八
下
）
地

理
志
に
窪
地
を
概
説
し
て
「
震
『
近
海
ハ
多
二
写
象
毒
　
胃
珠
平

銀
銅
果
布
之
塗
中
國
往
商
達
者
、
多
取
レ
射
撃
、
番
編
其
一
都

會
也
」
こ
い
つ
て
居
る
の
は
大
龍
『
史
記
』
の
文
に
糠
つ
た

　
　
　
第
九
陰
　
　
研
究
　
　
無

難
の
で
、
し
か
も
「
犀
」
字
の
下
に
「
飽
し
宇
が
あ
る
。
こ
れ

は
後
漢
時
代
ご
同
様
で
、
從
っ
て
『
説
文
㎞
に
象
を
解
し
て

「
南
越
大
泉
」
ご
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
ほ
張
諸
点
使
以
來
、
溝
…
人
は
始
め
て
「
其
入
民
乗
レ
象

以
戦
」
の
身
毒
あ
る
を
知
っ
た
。
し
か
も
馴
象
を
目
賭
し

た
の
は
、
實
に
武
帝
元
狩
二
年
に
始
ま
っ
た
や
う
で
あ

る
。
帥
ち
『
漢
書
』
「
憲
六
）
武
帝
紀
に
依
れ
ば
、
掻
玉
に

「
南
越
…
獄
糞
蝿
能
母
鳥
」
ご
あ
り
、
癒
働
は
之
に
注
し
て

「
馴
者
激
能
舞
々
周
章
、
從
二
人
意
一
也
」
ご
あ
る
。
繰
返
し
い

ふ
が
象
を
馴
ら
し
た
の
は
印
度
に
始
ま
り
、
そ
の
文
化
を

被
っ
た
南
海
諸
國
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
こ
ご
、
殆
ご
疑
ふ

こ
ご
の
出
駕
な
い
事
實
で
あ
る
。
然
る
に
春
秋
戦
國
時
代

の
所
傳
に
、
般
入
に
こ
の
事
が
あ
り
、
楚
人
に
亦
こ
の
事

が
あ
っ
た
こ
せ
ば
、
少
な
く
こ
も
春
秋
戦
國
時
代
に
印
度

の
文
化
は
．
遠
く
准
水
流
域
及
び
長
江
流
域
に
、
及
ん
で

居
た
ビ
硯
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
四
號

三
五
　
（
五
三
三
）



第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
象

山IN

　
以
上
の
愚
説
に
し
て
幸
に
大
謬
が
な
い
こ
す
る
ご
、
春

秋
戦
國
時
代
に
於
け
る
支
那
の
思
想
界
に
、
印
漢
文
化
の

影
響
が
絶
饗
に
な
い
ゼ
は
い
へ
な
い
だ
ら
う
。
そ
は
な
い

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
も
あ
も
得
べ
き
位
置
に
あ
っ
た
ε

も
い
ひ
得
や
う
。
要
は
魏
れ
か
満
足
に
當
時
蜂
起
し
た
あ

る
特
種
の
患
想
を
説
明
し
得
べ
き
や
否
や
に
在
る
0

　
そ
の
一
は
老
子
の
無
爲
哲
學
で
あ
る
。
難
壁
の
支
那
に

入
る
や
、
そ
の
喜
喜
の
直
る
老
子
の
所
説
ご
相
似
た
る
も

の
あ
る
が
故
に
、
楚
王
輩
く
の
如
き
、
老
子
ご
義
ハ
に
之
を
爾

ん
だ
こ
ご
は
『
後
漢
書
』
（
懇
七
二
）
の
そ
の
傳
に
「
晩
節
更

喜
嵩
黄
老
嚇
學
面
縛
三
男
一
」
・
こ
い
ひ
、
永
購
入
年
、
明
言
が
王

に
報
じ
た
詔
に
も
「
楚
王
講
二
黄
老
之
微
葺
爾
昌
浄
屠
之
仁

長
道
こ
い
ふ
句
が
め
り
、
殆
ご
老
大
を
同
列
に
視
て
居

る
。
又
た
桓
帝
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
見
え
、
『
後
漢
書
』
（
怠

六
〇
下
）
農
糟
傳
に
そ
の
上
書
を
載
せ
て
居
る
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
三
山
ハ
　
（
五
三
四
）

う
ち
に
「
旧
聞
、
宮
中
立
昌
黄
老
津
屠
之
祠
一
」
こ
い
ひ
、
特
に

「
或
捨
『
老
子
入
ジ
夷
秋
一
鴬
マ
一
浄
屠
一
」
ご
さ
へ
い
っ
て
居
る
や
而

し
て
章
懐
は
こ
の
「
題
言
」
に
注
し
て
「
當
時
言
也
」
ざ
い
っ

て
居
る
は
、
然
る
べ
き
で
あ
る
ご
す
る
ε
、
當
時
已
に
「
老

子
西
醐
を
出
た
」
ε
い
ふ
同
量
に
附
會
し
て
「
老
子
化
胡
」

の
説
も
有
っ
た
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
説
は
や
、
そ

の
形
を
鍵
じ
て
、
三
國
時
代
に
も
行
は
れ
π
ε
見
え
、

『
心
志
』
（
懇
三
〇
）
に
引
け
る
魚
豪
『
魏
略
』
に
『
浄
屠
レ
所

載
、
婁
…
中
側
老
子
経
稲
出
入
、
蓋
以
爲
老
子
西
出
F
關
、
過
r
西

域
之
天
竺
二
期
レ
胡
津
屠
厨
二
弟
子
｝
云
云
し
ご
い
っ
て
居
る
。

郭
ち
こ
、
に
ぽ
回
虫
が
老
子
の
弟
子
ご
い
ふ
こ
ピ
に
な
っ

て
居
る
。
而
し
て
こ
れ
が
晋
代
に
至
り
て
途
に
道
士
王
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　

の
『
老
子
化
湿
球
』
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
漢
入
を
し
て
佛
澱
束
漸
の
初
か
ら
、
そ
の
類
似
を

認
め
し
め
た
老
子
の
思
想
に
は
印
度
文
化
の
影
響
が
な
い

で
あ
ら
う
か
。
は
た
支
那
の
上
世
の
思
想
に
老
子
の
思
想

を
導
き
出
す
に
足
る
繭
芽
が
存
在
し
た
で
あ
ら
う
か
。
漢



書
（
窓
三
〇
）
肥
薩
志
に
は
『
伊
豆
』
『
太
公
』
『
辛
甲
』
『
講
子
』

『
芸
子
』
等
ご
共
に
之
を
滋
家
ご
名
づ
け
「
溢
家
者
流
、
幸
町
畿

於
史
官
ハ
歴
詑
成
敗
存
亡
鍋
瀟
古
今
書
道
ハ
然
後
知
二
棄
“
要

執
Ψ
本
、
清
虚
以
膚
守
、
柔
弱
以
護
持
．
蝋
燭
人
南
面
之
術
也
、

合
　
於
発
之
克
擾
、
零
墨
廉
廉
＝
遺
蹟
四
盆
、
此
其
所
弓
長
也
、

及
二
放
者
爲
τ
之
、
鋼
欲
レ
絶
二
去
郊
外
ハ
粂
棄
二
仁
義
n
日
濁
葺
一
門

虚
ハ
可
瓢
以
爲
7
治
」
こ
い
っ
て
居
る
。
し
か
し
何
人
も
「
成

敗
存
亡
編
鍋
古
今
の
遊
を
歴
記
し
」
た
れ
ば
ε
て
、
此
か

ら
老
子
の
滋
が
出
や
う
ご
想
は
澱
で
あ
ら
う
。
「
箋
の
克

擾
・
易
の
廉
廉
」
は
儒
家
も
之
を
そ
の
根
本
激
義
の
一
こ
す

る
で
は
な
い
か
。
老
子
の
老
子
た
る
特
色
は
、
入
汐
の
繋

縛
を
去
っ
て
無
電
の
率
然
に
返
ら
ん
こ
す
る
黙
に
在
る
。

換
言
す
れ
ば
意
志
の
世
界
を
棄
て
、
無
意
志
の
境
地
に
遊

ば
ん
ご
す
る
窯
に
在
る
。
『
漢
書
』
の
所
謂
「
，
禮
學
を
絶
壁

し
、
条
ね
て
仁
義
を
棄
て
ん
ざ
欲
す
る
」
盛
者
た
る
黙
に

在
る
。
か
、
る
思
想
の
傾
ム
岡
は
之
を
所
珊
点
者
一
番
に
も
は
た

易
の
漱
に
も
求
む
る
こ
ご
は
輪
帯
な
か
ら
う
ご
想
ふ
。

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
究
　
　
象

　
老
子
は
『
史
記
』
（
懇
六
三
）
に
依
れ
ば
、
周
の
書
影
室
の

史
で
あ
っ
た
こ
い
ふ
。
藏
…
室
ど
は
藏
…
書
室
で
あ
る
。
『
漢

書
』
の
滋
家
史
官
説
も
こ
の
邊
か
ら
出
た
も
の
だ
ら
う
Q

兎
も
角
そ
が
國
の
藏
書
室
の
吏
で
あ
っ
た
ご
い
へ
ば
、
當

時
漢
族
文
化
を
膿
得
せ
る
第
一
入
者
ご
欝
す
る
こ
ご
が
出

來
や
う
。
從
っ
て
そ
の
文
化
の
得
失
の
何
の
邊
に
在
る
か

を
識
別
す
る
の
鋼
断
力
も
有
っ
て
居
た
も
の
ε
も
見
え

る
。
況
ん
や
周
末
政
治
上
及
び
就
會
上
の
混
播
を
目
撃
せ

る
に
於
て
、
「
そ
の
入
ご
骨
と
皆
な
已
に
朽
た
る
」
毒
言
仁

義
の
第
二
次
原
理
の
頼
、
む
に
足
ら
ざ
る
を
悟
っ
た
や
う
で

あ
る
。
而
し
て
な
ほ
史
記
に
依
れ
ば
、
老
子
は
楚
の
苦
縣

の
大
だ
こ
い
ふ
。
楚
こ
い
へ
ば
予
輩
は
象
に
縁
深
き
南
陽

こ
い
ふ
こ
ご
を
連
想
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
春
秋
時
代

巳
に
印
度
文
化
の
影
響
を
被
り
、
こ
の
動
物
を
戦
に
用
み

た
る
こ
ざ
あ
る
に
想
到
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
や
苦
縣
は

今
の
河
南
省
の
鹿
邑
で
、
も
ε
陳
に
濃
し
た
が
、
悲
秋
の

時
楚
・
陳
を
滅
ぼ
し
、
楚
に
属
し
た
こ
い
ふ
。
さ
れ
ば
老

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
七
．
（
五
三
五
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
研
究
　
　
象

子
の
生
地
は
准
水
流
域
に
在
っ
た
筈
で
、
「
商
人
象
を
服
し

て
虐
を
な
し
た
」
ご
傳
へ
　
は
た
元
維
象
慮
を
魯
に
來
獄

し
た
こ
随
ふ
る
准
夷
ご
、
さ
ま
で
相
隔
た
ら
ざ
る
庭
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
若
夫
れ
荘
子
に
至
り
て
は
所
謂
「
放
春
」
中
の
「
盛
者
」
で

あ
っ
て
一
居
印
度
思
想
に
類
似
せ
る
も
の
Q
特
に
老
子
に

得
て
夏
に
之
を
高
調
せ
る
輪
廻
説
の
如
き
、
そ
の
淵
源
を

印
度
に
求
む
る
の
最
も
至
嘗
な
る
を
想
は
し
む
る
も
の
が

あ
る
。
彼
亦
た
老
子
ご
均
し
く
樽
識
を
以
て
聞
え
、
『
史
「
記
』

（
懇
六
三
）
の
そ
の
傳
に
は
「
其
學
無
レ
所
レ
不
レ
團
」
こ
い
っ

て
居
る
。
三
時
若
し
印
度
思
想
の
片
鱗
だ
に
移
入
せ
ら
れ

居
た
ら
ん
に
は
、
そ
の
眼
光
に
映
せ
す
し
て
已
ま
ざ
る
べ

き
は
老
子
ご
同
様
で
あ
っ
た
ら
う
。
而
し
て
『
史
記
』
に
は

「邨

齊
q
者
悲
嬢
人
也
」
こ
い
ひ
、
『
索
霧
』
に
依
れ
ば
一
意
向
『
別
…

録
』
に
は
「
宋
之
七
飯
人
也
」
こ
い
っ
て
居
る
こ
い
ふ
。
宋
は

さ
き
に
い
っ
た
如
く
商
邸
即
ち
今
の
蹄
徳
府
に
都
し
、
蒙

は
漢
時
の
蒙
縣
で
、
そ
の
附
近
に
在
っ
て
杜
預
に
依
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
四
號
　
　
　
　
一
二
入
　
　
（
五
三
六
）

　
此
地
に
箕
子
の
家
が
あ
っ
た
ε
い
ふ
。
（
『
史
記
』
憲
三
入
宋

　
世
家
集
解
）
而
し
て
宋
は
商
人
子
孫
の
國
せ
る
こ
こ
ろ

　
で
、
そ
の
入
民
は
頗
る
准
夷
に
近
く
、
印
度
文
化
の
影
響

　
比
較
的
濃
厚
で
あ
っ
た
こ
ご
は
さ
き
に
縷
遍
し
た
通
り
で

　
あ
る
。
『
術
書
』
及
び
『
史
記
』
の
傳
ふ
る
こ
こ
ろ
に
依
れ
ば

　
洪
範
は
引
子
の
周
武
に
傳
ふ
る
こ
こ
ろ
だ
こ
い
ふ
。
こ
は

　
艘
代
文
化
の
結
晶
で
あ
る
。
五
行
の
説
は
こ
、
に
一
定
の

　
形
を
得
、
支
那
数
千
年
の
人
心
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
印
度
文
化
の
影
響
比
較
的
濃
厚
で
あ
る
股
人
三
子

　
に
出
た
ご
す
る
ε
、
洪
範
特
に
五
行
の
説
を
印
度
丈
化
こ

　
の
間
に
何
等
か
の
醐
係
は
な
か
ら
う
か
。
予
輩
は
こ
、
に

　
魚
種
の
疑
惑
を
懐
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
固
よ
り
か
、
る
問
題
を
解
決
せ
ん
に
は
、
更
に
詳
審
細

　
密
な
る
考
襲
を
要
し
、
予
輩
は
こ
、
に
そ
の
端
緒
を
啓
い

．
た
の
に
過
ぎ
な
い
こ
ご
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。



　
最
後
に
予
輩
は
更
に
讃
者
諸
潜
に
向
っ
て
提
供
せ
ざ
る

可
か
ら
ざ
る
…
問
題
が
あ
る
。
そ
は
『
孟
子
』
（
憲
二
上
）
梁

惑
階
下
簾
に
「
昔
者
齊
景
公
闘
一
事
嬰
子
日
、
吾
欲
観
　
於
轄

附
朝
鳶
ハ
逡
レ
海
而
南
、
放
甲
於
襲
邪
一
薫
翠
修
欝
欝
三
以
比
二
於
先

王
観
一
也
、
曼
子
野
日
、
善
哉
問
也
、
天
子
適
三
話
侯
一
日
巡
狩
川
巡

狩
者
、
巡
レ
所
レ
守
也
、
諸
侯
甥
於
天
子
一
田
二
述
職
ハ
述
職
者
、
述

γ
所
レ
職
也
、
無
非
レ
事
者
榊
也
、
短
慮
レ
耕
而
葡
忍
足
萩
省
レ
鰍
而

助
木
工
↓
夏
諺
日
、
吾
王
嬉
遊
、
吾
何
以
休
、
吾
王
不
レ
豫
、
吾
何

以
助
、
一
遊
｝
豫
，
爲
二
諸
侯
三
韓
今
也
不
熱
、
師
行
而
糧
食
、
飢

者
弗
レ
食
、
勢
岩
子
レ
息
、
購
賄
宮
西
、
民
乃
至
レ
懸
、
方
レ
命
寝
レ
民
、

飲
食
君
涜
、
流
連
荒
亡
、
年
代
諸
侯
憂
ハ
從
レ
流
下
早
追
レ
反
、
謂
ご

之
流
ハ
從
レ
流
上
皇
忘
レ
反
、
謂
轟
之
連
ハ
從
“
二
黒
レ
厭
、
謂
昌
之
荒
嚇
樂

ゾ
酒
無
レ
厭
、
謂
［
乏
亡
嚇
先
王
無
⇒
流
連
之
樂
、
荒
亡
之
行
嚇
惟
潜
所

レ
行
也
、
景
厳
守
、
大
仁
二
於
國
ハ
影
藤
於
翼
下
於
レ
是
始
興
獲
、
補
』

不
足
ハ
受
託
師
一
日
、
爲
レ
狸
顔
君
臣
相
器
之
蒲
柳
蓋
微
細
角
招

是
也
、
其
聖
日
、
立
田
レ
君
何
尤
、
畜
レ
看
者
好
レ
君
也
」
ご
あ
る
事
で

あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
こ
は
君
の
民
こ
そ
の
樂
を
共
に

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
究
　
　
象

す
べ
き
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
「
吾
欲
下
歯
二
者
轄
附

朝
侮
ハ
遵
レ
滋
養
南
、
放
ゆ
於
瑛
邪
む
ご
い
へ
る
も
の
、
海
濱
に

遊
面
せ
ん
こ
の
意
な
る
事
は
明
瞭
で
あ
り
、
又
た
「
瑛
邪
」

の
齊
の
東
境
海
上
の
邑
名
若
く
は
山
名
な
る
こ
ご
も
亦
明

瞭
で
あ
る
。
た
“
「
轄
当
朝
優
」
ご
は
何
か
、
趙
岐
は
之
に

注
し
て
「
縛
附
朝
憐
皆
山
名
也
、
露
華
朝
永
名
護
」
こ
い
ひ
P

何
等
確
認
あ
り
確
信
あ
る
の
言
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
．

孫
譲
の
疏
に
「
正
義
日
、
云
二
轄
皇
朝
塞
出
山
名
嚇
今
案
二
諸
経
一

盛
未
妹
詳
援
＝
梁
時
短
野
山
繹
一
驚
、
灘
・
水
掻
、
墨
南
陽
ハ
恐
僕

訊
雌
　
爲
㌦
鱗
、
庶
他
野
夫
｝
詳
」
こ
い
へ
る
、
之
を
「
山
木
灘
叶
」
ざ
す
る
は

正
直
で
よ
い
が
、
優
を
南
陽
に
出
つ
る
灘
水
の
僕
こ
す
る

は
、
「
朝
水
名
也
」
こ
い
へ
る
趙
注
ご
共
に
附
會
の
甚
だ
し

き
も
の
で
あ
る
」
實
際
諸
説
は
固
よ
う
、
秦
漢
時
代
こ
の

邊
を
遊
歴
し
た
秦
痴
漢
武
の
行
程
に
も
、
『
史
記
』
に
相
當

詳
細
に
記
述
せ
ら
れ
て
居
る
に
拘
ら
す
、
か
、
る
山
名
若

く
は
水
茎
、
は
た
地
名
は
見
當
ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
し

て
こ
の
景
公
言
子
の
問
答
は
唯
に
『
孟
子
』
に
見
ゆ
る
の
み

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
九
　
（
五
三
七
）



　
　
　
第
九
谷
，
　
研
．
究
　
象

で
な
く
、
『
婁
子
券
秋
』
（
巷
四
）
内
篇
問
詰
第
四
に
も
見
え

て
居
て
、
大
桑
の
意
味
は
同
機
で
あ
る
。
た
や
『
嬰
我
春

秋
』
に
は
「
縛
附
朝
鳶
」
を
「
韓
附
落
丁
」
に
作
っ
て
居
て
、

孟
子
ε
同
車
だ
が
、
王
念
冬
野
書
雑
誌
（
六
之
［
）
に
「
念

孫
案
纏
縫
治
要
、
戴
二
此
文
ハ
単
作
聞
吾
蝦
蟹
循
海
而
南
、
至
　
於
浪

邪
嚇
綾
嘆
書
郡
國
志
野
亦
云
、
齊
毒
筆
露
、
吾
循
海
而
南
、
今

本
吾
就
下
、
有
γ
鉛
筆
蒋
附
朝
舞
一
六
字
晶
循
海
作
部
奪
海
↓
皆
後

入
以
二
孟
子
一
罪
レ
之
」
こ
い
へ
ば
、
或
は
こ
の
書
に
は
「
槻
二
於

轄
附
朝
舞
一
」
六
字
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
訟
Q
し
か
し
支

那
入
の
引
用
に
は
、
往
々
原
書
を
節
略
し
、
縮
み
難
き
に

煽
て
特
に
然
る
が
故
に
、
必
ず
し
も
『
嬰
子
春
秋
』
の
原
文

に
こ
の
六
字
が
な
か
っ
た
こ
断
定
す
る
鐸
に
は
ゆ
か
沁
。

叉
た
繋
寺
子
』
（
巷
十
）
戒
第
二
十
六
に
此
ご
同
襟
の
こ
ご
が

雷
公
ε
管
仲
こ
の
問
答
こ
し
て
載
せ
て
居
る
、
即
ち
「
桓

公
將
雛
束
游
ハ
嗣
於
瞥
仲
自
、
壁
皿
掛
軸
輔
魁
、
南
至
賄
費
邪
一
云

云
し
ご
い
っ
て
店
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
乗
注
に
は
「
我

游
猶
軸
轄
餅
」
を
解
し
て
「
言
我
御
遊
、
必
有
レ
所
レ
濟
、
猶
二
軸

　
　
　
　
　
　
　
第
四
鞠
　
　
　
四
〇
　
（
五
三
入
）

之
縛
二
高
鍋
石
こ
ご
い
っ
て
居
る
が
、
附
曾
の
説
で
固
よ
り

採
る
に
足
ら
な
い
。
第
一
量
れ
で
は
下
文
ご
意
義
が
縮
癒

せ
識
の
で
あ
る
。
之
に
黙
し
て
較
々
明
快
な
る
解
繹
を
下

し
た
の
は
讃
書
雑
誌
（
五
識
五
）
に
見
ゆ
る
王
引
之
の
説
で

あ
る
。
日
一
「
猫
讃
置
歌
古
字
魏
魏
欲
情
無
難
當
・
爲

西
、
由
縛
二
字
相
懸
、
著
者
途
誤
加
算
工
夢
奥
、
縛
斜
當
レ
爲
畠
轄

鮒
ハ
丁
氏
升
衡
日
、
孟
子
縛
附
．
簑
宇
記
引
庸
撃
払
賦
童
子
春

秋
嚇
面
作
二
皇
帝
ハ
魚
輿
レ
角
，
付
與
レ
斗
、
均
形
忍
野
講
、
案
丁
説
是

也
、
鮒
宇
右
絆
之
付
馬
ひ
隷
書
斗
宇
作
レ
骨
者
一
輪
似
、
故
轍
爲

ソ
斗
、
謹
厳
門
下
蜘
轄
鮒
ハ
南
至
串
於
瑛
邪
h
言
質
之
游
也
、
欲
診
由
轟

縛
鮒
之
山
南
至
」
於
娘
邪
一
瞬
孟
子
吾
欲
篇
槻
で
於
轄
附
露
骨
晶

遵
“
海
而
南
、
放
昌
子
製
邪
↓
交
義
正
同
、
勇
溢
不
レ
能
誹
直
垂
而
曲
’

璽
口
説
嚇
非
也
」
ご
た
や
「
輔
解
」
を
輻
鮒
に
還
元
し
だ
の
は

至
當
で
あ
る
が
「
游
猶
軸
」
に
は
誤
脱
が
あ
る
や
う
で
あ
る
、

な
ほ
轄
鮒
を
山
こ
い
ふ
の
は
細
断
で
、
か
つ
そ
の
何
箇
な

る
や
も
不
適
で
あ
る
。

　
さ
て
轄
の
音
符
は
專
で
、
專
の
上
盤
こ
も
、
そ
の
去
聲



県

こ
も
い
は
れ
て
居
り
、
止
克
の
切
こ
も
、
喪
心
の
切
ご
も

い
は
れ
て
居
る
。
朝
の
古
文
は
鐙
で
雲
叢
の
切
だ
こ
い
ふ
。

さ
れ
ば
輩
に
「
榑
附
」
（
縛
鮒
）
二
宇
の
名
な
ら
ん
に
は
、
或

は
之
を
「
之
果
」
ビ
親
る
こ
と
も
強
ち
出
來
な
い
こ
ε
も
な

い
や
う
だ
が
、
し
か
も
「
縛
附
朝
鱗
」
は
一
語
の
や
う
で
、

且
つ
「
蜘
腕
於
頼
円
附
臨
機
に
ご
い
へ
る
は
「
棘
け
附
組
戸
盤
」
に
黄
門
兄

を
樂
ま
ん
ご
の
意
の
や
う
で
あ
る
。
予
輩
は
こ
の
「
轄
附

朝
騰
」
の
四
壁
が
如
何
に
も
冒
露
ぴ
午
響
首
匿
（
α
凶
O
O
楠
儀
h
環
）

ε
昔
聲
に
於
て
相
似
た
る
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
◎
若
し

黙
れ
暮
秋
時
代
に
曾
て
、
江
南
呉
越
地
方
ご
山
東
娘
邪
地

方
ご
の
間
に
海
陸
爾
道
の
交
通
が
あ
っ
た
こ
ご
の
已
に
疑

ふ
可
ら
ざ
る
の
楽
歳
な
る
に
想
棄
し
、
且
つ
山
東
ビ
南
海

ご
の
間
に
行
は
れ
た
海
上
交
蓮
（
法
顯
論
理
の
如
き
）
の
事

情
等
よ
り
推
測
す
れ
ば
、
北
方
支
那
に
於
て
山
東
は
最
も

早
く
印
度
文
化
を
被
る
べ
き
可
能
性
の
あ
る
地
方
で
あ

る
。
而
し
潅
水
流
域
に
す
ら
戦
園
時
代
に
於
て
．
、
相
當
濃

厚
に
こ
の
文
化
波
及
の
痕
跡
が
あ
る
ご
す
る
ご
、
殆
ざ
山

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
究
　
　
象

束
に
こ
の
皐
あ
る
を
疑
ふ
の
除
地
な
か
ら
う
ご
想
ふ
Q
か

、
る
見
地
に
立
ち
て
、
予
輩
は
所
謂
「
薄
附
朝
鮮
」
は

討
9
ぴ
午
融
く
ゼ
ρ
の
音
素
で
な
い
か
ご
想
ふ
の
で
あ
る
。
．
即

ち
宮
家
の
所
謂
鍼
海
中
居
る
べ
き
四
洲
の
南
方
の
一
洲
な

る
膿
部
面
閻
浮
提
洲
、
刻
浄
洲
、
噛
哺
的
獲
）
の
音
謬
で

な
い
か
ご
想
ふ
の
で
あ
る
。
こ
は
固
よ
り
入
類
綾
息
の
全

地
を
指
す
こ
ご
も
あ
る
が
、
し
か
も
狭
き
意
味
に
於
て
軍

に
印
度
の
嚢
に
も
用
ゐ
ら
る
。
固
よ
り
所
謂
「
甲
羅
朝
憐
」

は
た
や
海
上
の
一
別
世
羅
を
指
し
た
も
の
ら
し
く
、
帥
ち

後
世
の
海
市
を
謂
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
◎
「
蓬
莱
」
「
綿
子
し

の
思
想
も
、
亦
た
こ
～
に
胚
虚
し
た
も
の
こ
想
は
る
、
の

で
あ
る
Q
か
く
視
る
ご
古
血
支
那
溢
者
の
解
す
る
能
は
ざ

る
娘
邪
な
る
地
名
も
之
を
H
9
穿
p
ご
し
て
容
易
に
解
騨

せ
ら
る
、
の
で
み
る
。
特
に
「
四
海
」
こ
い
ふ
思
想
も

冒
B
ぴ
午
鉱
三
遷
の
思
想
に
關
擁
せ
し
め
て
始
め
て
明
白
な

る
を
致
す
る
の
で
あ
る
◎

　
右
は
談
頗
る
荒
唐
に
亙
り
、
予
輩
ビ
錐
も
、
軍
に
一
説

　
　
　
　
　
　
　
第
四
竸
　
　
四
一
（
五
三
九
）



璽

ぢ

第
九
巻
　
　
研
究
　
　
象

ご
し
て
こ
、
に
之
を
略
述
す
る
に
過
ぎ
識
◎
し
か
も
画
束

地
方
に
印
度
文
化
の
影
響
を
認
む
る
に
あ
ら
す
ん
ば
、
二

人
郷
術
等
の
天
術
談
を
草
場
に
し
て
満
足
に
之
を
解
繹
し

得
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
亦
た
一
つ
の
疑
問
こ
す
る
の
二

値
が
あ
ら
う
。
（
大
正
＋
三
年
入
月
二
＋
入
H
）

備
考
。

　
（
1
）
　
冨
〇
三
6
H
鳥
ピ
釜
h
辞
月
ゴ
。
盗
凱
首
困
・
§
σ
q
舞
鴨
・
6
9
…
σ
q
－
冒
p
ノ
δ
野

　
　
z
5
一
嘱
μ
O
H
ρ
》
O
O
．

　
（
2
）
　
術
盤
谷
ご
莞
典
、
箆
寵
巻
一
五
二
本
鞄
帝
墜
及
び
帝
舜
掻
謬
考
Q

　
（
3
）
　
更
詑
巷
一
五
、
五
帝
本
紀
帝
舜
條
、
帝
王
世
紀
は
晋
畠
甫
譲
の
署

　
　
今
逸
す
、
宋
朔
鳳
韓
本
あ
り
、
浮
漢
精
舎
堀
本
あ
り
、
詣
海
亦
六
之
為

　
　
牧
む
Q
合
吏
記
正
義
引
く
亡
こ
ろ
に
櫨
蔭
。

　
（
4
）
　
｝
o
】
旨
○
暴
づ
．
h
ξ
負
》
　
9
ω
雪
雲
岡
く
。
　
U
一
〇
甑
8
p
受
9
侍
剛
δ
H
髪
嘘
”
嵩

　
　
琶
琶
（
討
ぎ
・
マ
冒
O
・
二
段
公
路
北
戸
錐
象
鼻
灸
條
に
「
梁
翔
法
師
云
、

　
　
象
一
名
伽
那
】
定
あ
ろ
が
、
「
伽
那
」
に
那
伽
の
倒
が
、
否
ら
ざ
れ
ば

　
　
【
那
」
ば
「
駆
」
の
講
で
「
伽
那
」
ほ
正
し
く
ば
「
伽
書
し
で
あ
ら
う
。

　
（
5
）
　
鎖
。
霧
9
ζ
o
び
⑳
9
ポ
臣
Q
圃
。
雛
p
受
。
門
≧
鍾
。
・
岡
邑
一
§
　
9
ぎ
強
Σ

　
　
埼
。
ム
の
§
q
男
貯
盤
。
。
。
”
一
）
・
．
蕊
賦
　
離
群
野
臥
の
象
の
恐
る
べ
き
拭
、
後

　
　
世
で
ば
あ
る
が
支
那
人
に
も
知
ら
れ
、
「
遡
府
冬
芝
」
に
「
群
象
錐
レ
多
、

　
　
不
ヅ
足
レ
畏
、
惟
糧
象
最
可
レ
提
、
捲
孤
象
者
敗
韓
川
七
言
、
不
起
容
呂
予
群
象
↓

　
　
瀧
毒
無
レ
所
び
獲
レ
故
尤
可
レ
垂
尾
し
ピ
見
ゆ
O

　
（
6
）
　
こ
の
事
ば
認
書
巻
三
遇
會
篇
に
見
ゆ
。
帝
M
王
世
絶
に
に
「
舜
葬

第
四
號

四
二
　
（
五
四
〇
）

　
蒼
、
下
野
野
暮
常
爲
之
耕
」
亡
あ
り
Q
こ
れ
定
や
㌧
趣
ぼ
異
な
る
が
、

　
累
護
器
9
窪
・
ω
（
津
蔭
黒
〉
｝
三
ρ
昌
（
H
＝
舞
ぎ
躍
）
に
印
度
の
象
の
動

　
物
中
最
も
怜
倒
…
な
う
た
説
き
、
そ
の
御
者
の
職
死
す
る
や
、
之
尋
蓮
び

　
て
埋
擁
オ
ヲ
ろ
由
開
な
強
剛
へ
て
、
居
る
O

（
7
）
　
強
弱
郷
愛
巷
入
九
〇
引
く
ミ
こ
ろ
に
依
る
。
説
二
本
に
に
「
多
野

　
象
」
の
下
に
「
牙
小
弼
紅
、
最
堪
レ
爲
レ
笏
」
定
い
ふ
二
句
が
あ
ろ
。
叉
糞

　
武
英
殿
聚
珍
叢
書
本
に
に
「
或
云
、
象
肉
有
篇
十
二
三
一
、
象
膿
不
ン
附
ゾ
酵
、

　
髄
レ
月
韓
在
二
諸
肉
中
一
、
假
如
正
月
建
寅
、
謄
在
二
虎
肉
上
】
、
籐
月
翠
同
鵠

　
書
例
噸
し
幽
い
つ
て
居
り
、
叉
象
「
雲
南
…
豪
族
云
云
」
定
あ
る
た
「
殉
有
二
親

　
表
納
曾
黍
二
使
雲
南
一
、
見
二
彼
中
豪
族
各
家
養
ご
象
、
負
レ
重
致
レ
蓮
、
若
三
中

　
夏
之
蜜
聯
牛
馬
鱒
也
」
羨
い
つ
て
居
る
。
こ
の
方
が
原
丈
に
近
い
だ
ら
う
。

　
し
か
も
此
に
も
溌
丈
が
あ
る
や
・
つ
で
現
に
漢
窯
云
云
の
一
節
が
な
い
◎

（
8
）
ン
碁
p
・
・
9
・
毒
舌
噂
隷
及
び
覧
…
・
き
罫
§
月
島
鼓
。
曙
く
導
奥
都
賦

　
に
コ
腸
頴
巴
蛇
一
躊
二
象
儲
一
」
ビ
い
ふ
旬
が
あ
ろ
Q
周
よ
り
山
海
経
か
ら
繊

　
象
の
で
あ
る
。
な
ほ
炭
量
（
巻
一
五
）
萌
三
王
褒
（
吾
人
）
の
作
れ
る
九
懐

　
逓
諮
章
に
「
載
養
分
上
行
」
ε
い
ふ
句
が
あ
ろ
Q
王
逸
の
注
に
「
遽
騎
二
榊

　
獣
一
、
搦
登
レ
張
出
、
騨
象
白
拷
赤
頭
、
有
レ
翼
能
飛
也
」
ミ
あ
り
。
王
逸
の
注

　
三
明
に
印
度
愚
想
に
本
つ
い
て
居
る
が
、
し
か
も
、
「
騎
製
し
定
い
ふ
考
か

　
ら
が
、
巳
に
印
度
か
ら
來
☆
も
の
に
問
蓮
な
か
ら
う
。

（
9
）
王
浮
の
考
ナ
化
胡
経
に
つ
き
て
ば
泌
三
二
の
高
等
縛
（
谷
一
）
野
遠

の
條
な
見
よ
。
ま
糞
唐
法
琳
の
郷
正
論
に
も
普
誰
仁
山
な
覗
い
て
こ
の

　
察
な
蓮
べ
て
居
ろ
。
盆
暗
謝
禍
鴻
一
†
佛
洞
に
管
見
ぜ
ら
れ
し
二
化
覇
加
継
ば
王

　
浮
の
原
本
で
は
な
い
様
だ
が
譲
葉
鰹
の
衝
影
為
窺
ふ
纂
に
出
　
來
や
う
o


